
高知の授業の未来を創る推進プロジェクトにおける『算数科・数学科授業づくり講座』は，学習指導要領が目指す授業づくりを推し進めるとともに，
日常的に授業研究に取り組む風土づくりを行い，自ら学びともに高め合う教員の育成と教科指導力の向上に向けて，教材研究会と授業研究会
をセットにして実施しています。本年度は三里中学校を拠点校として実施しておりますが，新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から，授業研
究会については，校外から参加していただいて学び合うことはできませんでした。今回は，５月18日実施の【教材研究会】及び６月24日実施の
【提案授業】の様子を紹介します。
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つながる！高まる！高知の未来を創る

【単元の提案】第３学年「平方根」 【授業提案】平方根の利用 高知市立三里中学校 数学科

本単元では，具体的な事象の問題解決の場面を通して，既習の有理数では表現できない状況から，数の範囲を無理数にまで拡張する。新しい数として平方根を導入することで，これまで扱うことができな
かった量を考察の対象とすることを通して正の数の平方根の必要性と意味を理解できるようにする。その際，有理数や無理数という新たな観点で数を分類することができるようになることや，電卓などを用い
て正の数の平方根の近似値を探し続ける方法を経験することを，正の数の平方根の理解を深めるうえで大切にしていきたい。
正の数の平方根を含む簡単な式の計算については，既習の数や文字式の計算の方法と関連付けて計算の方法を考察し，見いだすことができるようにするとともに，具体的な場面で平方根を用いて表したり処

理したりすることを通して，それを具体的な場面で活用することができるようにする。
学びに向かう力，人間性等においては，これまで行ってきた課題に対する考察の方法を活用し，よりよく問題解決しようとするなど，生徒が自ら資質・能力の高まりを実感できるようにしたい。

提案の主旨

【宮脇教諭】

単元の提案 本時の提案

単元の主眼

【小野教諭】

単元の
提案

 2や 3がどれほどの大きさなのかという     
実感が伴わないまま単元が進む                 
抽象的で存在感のない数となり，「平方根」 
という新しい数への関心が薄れる 

技能に偏りがちになる 

平方根の単元における 
授業づくりの課題 

条件が変わっても，平方根の考え

方を使えば，どんな倍率の面積の

円や正方形でもかくことができるよ

うになった。          
長さの表し方の幅が大きく広がった

ことや汎用性のある知識・技能の

獲得を実感する 単元のゴールで目指す 
子供の姿 ・ 数の必要性と意味の理解 

・ 数の大小の考察 
・ 計算方法の考察 
・ 活用問題  

 

 

 

 

 

新しい数について 
学習する際の単元の流れ  

これまで 

※ １つ１つの授業を単発で考えるのではなく，まずは単元全体の構成や方向性を考える。そのためには…
① これまでの単元や領域の系統性を理解する。 ② 単元の課題を分析する。 ③ 単元のゴールで目指す子供の姿を設定する。

授業実践例
小単元１

正方形の面積と
１辺の長さに着
目。

電卓を使ってよ
り正確な近似値
を求める。

正方形の面積と１辺の
長さに着目。（面積が
大きい方が１辺の長さ
も長い。）
面積図で可視化！

生徒全員に配付。
「ルート定規」

√のつく数も数直線上に
あることが分かる

電卓や数直線を使っ
て，近似値を意識す
ることで，根号のつ
いた数の意味や性質
についての理解を深
める。

面積図を使うことで
計算方法を既習と結
びつける。
近似値を常に考える
ことで変形や有理化
の必要性にも迫る。

平方根 導入 平方根の大小

数直線と面積図でつなぐ単元  
数直線や近似値を常に意識さ

せながら，根号のついた数の正

体を分析する。 
計算の方法を考察し表現する

場面では，面積図を用いて四則

計算の可能性を考察すること

で，根号のついた数が，既習の

「数」の中にある新たな仲間とし

て認めようとする（統合する）過

程を重視する。 

単元の構成 

数
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既習とのつながり 
第 1節：平方根の意味と性質 第 2節：根号を含む式の計算 第 3節：近似値と有効数字 今後の学びとのつなが

り 時数 学習内容と働かせたい見方・考え方 時数 学習内容と働かせたい見方・考え方 時数 学習内容と働かせたい見方・考え方 

【数の範囲の拡張と四則計算】 

 

［小学校算数科］ 

比較的小さい自然数から

大きい自然数、小数や分数

と、徐々に数の範囲を拡張

し、大小関係や四則計算の

演算決定・計算方法につい

て学習している。 

 

[中学校 1年] 

数の範囲を負の数まで拡

張し、数の性質や四則計算

について考察する力を養っ

ている。 

 

[中学校 2年] 

数の範囲の拡張はないが、

正の数と負の数についての

理解を深め、その計算を習

熟するとともに、その必要性

やよさを実感している。 

１ 

【平方根の意味】 

正方形の面積をもとに 1 辺の長さを求める過程から、平方根の

存在を知る  
７ 

【根号をふくむ式の乗法と除法】 

根号をつけて表した整数の積（√4×√9 等）の計算を、面積図を

用いて考えることを通して積のルールをつかむ。 

１４ 

※本時 

【円の面積の k倍と 1辺の長さの関係を求める】 

1人前のパスタメジャーから、一度に 2人前が測れるパスタメジャ

ーの半径の長さを求めることを通して、円や正方形の面積に平

方根の考え方が使えることをつかむ。 

［中学３年生］ 

・２次方程式 𝑥2＝a の解

や 

解の公式について、根号

をふくむ数の性質に着目

し、論理的に考察し、表現

する。 

・相似な図形の相似比と

面積比の関係について、

既習事項を基に考察し、

表現する。 

・平方根の性質を基に、三

平方の定理を利用して 1

辺の長さを求める。 

 

２ 

【平方根と 2乗の関係】 

「a の平方根は√a になる」ことの逆を考えることで、2 乗して a に

なる数を求め、正・負の 2種類あることをつかませる。 
８ 

【a√b への変形】 

長方形の面積から縦と横の長さを推測することで根号のついた数

を因数分解し、a√b の形に変形する方法をつかむ。 
１５ 

【近似値を求める】 

面積のわかっている正方形の面積から 1 辺の長さがどれくらい

になるのか（近似値）を求めることで、近似値を求める場面を設

定する。 

３ 

【根号のついた数の近似値】 

面積が 1，2，3，4，5，6…になる正方形を並べ、長さを比べること

で、根号のついた数の量感をつかむ。 
９ 

【分母の有理化】 

縦の長さが与えられた長方形の面積から、横の長さを求める式を

つくり、立式した後、実際の長さがどれくらいなのかを求めるため

に分母の有理化を行う。 

１６ 

【誤差と有効数字】 

目分量でしか読み取ることのできない長さをもとに、真の値と近

似値の誤差から、測定値がどこまで信頼できるのかを考え、有効

数字を理解する。 

４ 

【根号のついた数の大小】 

根号のついた数の正方形の 1辺の長さをイメージさせながら、大

小を比べ、量感をつかむ。 
１０ 

【根号をふくむ式の乗除の演習】 

問題演習を通して、技能の定着を図る。 
１７ 

【単元テスト】 

※単元テストにて知識・技能、思考・判断・表現の観点の評価資

料とする。※学びの足跡シートで単元の振り返りを行う。 

５ 

【有理数と無理数】 

これまで学んできた根号のついた数について、無理数と呼ぶこと

や、無理数が有理数の集合と別の集合であることをつかむ。※

学びの足跡シートで小単元の振り返りを行う。 

１１ 

【根号のついた数の加法と減法】 

√2＋√3や、√2＋√2の近似値を考えることを通して、根号のつ

いた数の加法・減法のルールをつかむ。 

 

６ 

【演習】 

問題演習を通して、知識・技能の定着を図る。 

※学びの足跡シートで小単元の振り返りを行う。 
１２ 

【根号のついた数の加法と減法の演習】 

問題演習を通して、知識・技能の定着を図る。 

 

 １３ 

【演習】 

問題演習を通して、技能の定着を図る。 

※学びの足跡シートで小単元の振り返りを行う。 

【根号をふくむ数の意味や性質についての考察】 【根号をふくむ式の計算】 【具体的な事象への活用】 
 

つかんだ量感を

もとに根号を含

む式の計算方法

を考察し，表現

する。 
※面積図 既習  

量感をつかみな

がら平方根の必

要性と意味・性

質を理解してい

く。  

日常生活の中

で，根号をつか

った数で表すこ

との有用性をつ

かむ。 小単元１ 小単元２ 小単元３ 



・計算ができる前提で授
業を進めるのではなく，
「計算できるかどうか」
を考察させる。
・最初に，整数に変形で
きる「特殊」から，変形
できない「一般」の順番
で考察を進める。

授業実践例
小単元２

point
四則計算の方法の考察
では…

「次の授業では除法か
な」，「さらにその次
は加法の計算方法を考
えるのかな」など，教
師が課題を出さなくて
も，子供たち自らが課
題を見つけ，単元を切
り開いていく姿も期待
したい。

縦と横の長さを求めさせることで，24を分解する
ことに着目する。

⇒2 6に変形できることに気づく。

大小関係を比較させることで 𝑎の形に
変形させる必要性に気づく。
⇒変形すると大小関係を比較しやす
い！

近似値を求めることで，分母に根号
のついた数があることの不便さに気
づき，有理化の必要性を理解する。
⇒有理化をすると近似値が求めや
すくなる！

根号を含む数の乗法

 
では，変形できない場合 
の計算はどうやって確か 
めようか？ 

 

 4× 9の計算結果が 36になりそう 
という予想は，それぞれの数を整数に 
変形することで確かめることができた！
 

𝑎 への変形

さらに，近似値を求めることで
変形させることのよさに気づく
⇒変形すると近似値が求めやすい！

𝑎 𝑏への変形 分母の有理化
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円の面積
や半径に
着目させ
ることで，
数学の舞
台に乗せ
る。

半径を２倍にすれば面積が
２倍になると予想したが，
実際試してみるとそうでは
なかった…

子供自らが思考の立て直し
を図る。

問いの焦点化
面積が２πになる
ときの半径の長さ
は？

Q：なぜいきなり 2

になりそうと予想
できたのですか？

今回新しく追加された「平方根の活用」についての提案授業。数学的活動を意識した授業が展開されました。

A１問題を見いだす

２人前のパスタメ
ジャーを作るとい
う日常事象から，
円に着目して考
察を始めること
で，事象を数学
化する

B 問題解決に向けた見通しをたてる

★問題を焦点化する

半径×半径＝２とな
るような半径を求め
ればよいという見通
しをもつ

★方針を評価・改善する

円の面積を２倍にするため
に直径や半径の長さに着目
し，考察する

C 数学的に表現・

処理する

図や式を用いて，円
の面積と半径の関係
に着目し，課題を解
決する

★学びを自覚する★ 得られた結果から，
より発展的に考える

人数や図形が変わって
も汎用的に考えること
ができそうだという見
通しをもつ

学習過程を振り返り，
新たに何ができるよ
うになったかを自覚
する

D１ 解決過程を振り返り，得られた
結果の意味を考察する

平方根の考
え方を使っ
たことを自
覚させるこ
とが，まと
めに生きて
くる。

ゴール

板書

生徒の記述より

2とは２乗したら２になる
数のこと。面積が２π𝑐𝑚2

の円を作るには，

（半径）
2
× πの公式の半

径に２乗して２になる数を
当てはめなければならない

ので， 2になると思う。

円の半径が自然数のとき，面積が２π𝑐𝑚2に
なることはないけど，√を使うと， √の特
徴である，同じ数の√どうしをかけ合わせる
と，その√の中の数が答えになるため，今回
の２人分の面積の半径は 2となると思う。
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